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キャリアデザインⅠ(2000081)

キャリアデザインⅠ(41201)
石田秀朗
前期 1  選択
木・1

■授業の目標・概要
社会の変化や就職の現実について働く者にとって影響を及ぼすトレンドとして 

①グローバル化 

②情報化 

③エコロジー 

④少子高齢化 

⑤雇用の多様化 

を通じて学び、いかなる職業にも求められる人材像、これからの働き方、採用活動の変化について学ぶ。その上で、大学における

学びや課外活動と仕事の関係性を通じて学生生活の重要性（将来への影響力）について学び、能力向上を前提とした学生生活にお

ける目標と計画を考案する。また、これまでの職業イメージに固定された選択肢だけを学ぶのではなく、社会の変化を踏まえ、将

来の様々な選択肢について基本的な知識を得て、将来の自分を想定し、キャリアプランニングの考え方や方法を学ぶ。

■学習の到達目標
①社会の変化や就職の現実をしっかりと理解する 

②大学生活と仕事の関係性を理解し、具体的目標設定をし、計画を立案する 

③資格や専門知識を活かせる多様な選択肢・働き方を知り、将来の選択肢の視野を拡げる

■授業方法・形式
「講義（ベースとなる考え方・知識・スキルを情報提供）」、「ワーク（獲得した考え方・知識・スキルを自分に置き換えて発展

）」、「発表（自分で考えたことをお互いに発表しあい、意見交換）」、「解説（事例紹介をしながら適切な方法を 

ヒントとして提供）」というサイクルを基本スタイルとする。

■授業計画
1.キャリアデザインを学ぶ 

2.社会の変化 

3.就職の現実 

4.求められる人材と能力 

5.大学生活と仕事の関係性 

6.大学の学びと仕事の類似性 

7.大学生活の事例研究① 

8.大学生活の事例研究① 

9.キャリアデザインワーク① 

10.選択肢の発見 

11.民間で働く 

12.公的機関で働く 

13.独立・起業して働く 

14.海外やNPOで働く 

15.キャリアデザインワーク②

■成績評価の基準
定期試験（50％）、平常点及び小レポート（50％）で評価する。

■授業時間外の課題
受講上の予習・復習は、配布プリントと授業用のノートを使って行うこと。理解不十分な箇所については基本的には授業中に 

紹介する参考文献やホームページで調べること。

■メッセージ
当然のことですが、学生を一人前の大人として認識していますので、私語など他の学生の学習機会を奪う行為は厳禁です。またあ

まりにひどい人は退室して頂きます。

■教材・教科書
・価値ある自分を創る-創造的キャリアデザインのすすめ- 　石田秀朗　一学舎 

・自分デザインブック（医療・福祉系）Willから始める大学生活　東田晋三編著　ドリームシップ

■参考書


